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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人電気学会（IEEJ）及び一般財団

法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本

工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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可変速駆動システム（PDS）－第 5-1 部： 

安全要求事項－電気的，熱的及びエネルギー 

Adjustable speed electrical power drive systems- 

Part 5-1: Safety requirements-Electrical, thermal and energy 

 
序文 

この規格は，2007 年に第 2 版として発行された IEC 61800-5-1 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，可変速の駆動システム（PDS）又はその要素の電気的，熱的及びエネルギーの安全条件に

関する要求事項について規定する。この規格は，インタフェースの要求事項を除く被駆動装置は対象とし

ない。 

この規格は，電力変換，駆動制御及び電動機を含む可変速電気駆動装置について適用するが，鉄道車両

用及び電気自動車用には適用しない。この規格は，線間電圧が交流 50 Hz 又は 60 Hz で 1 kV 以下の電源に

接続した直流駆動システム，及び入力電圧が 50 Hz 又は 60 Hz で 35 kV 以下，出力電圧が 35 kV 以下の電

力変換装置をもつ交流駆動システムに適用できる。 

IEC 61800 の規格群では，安全のほかに定格仕様，EMC，機能安全などを規定している。 

注記 1 IEC 61800-3 に対応する JIS は，JIS C 4421（EMC）がある。 

この規格は，同じ環境において製品規格の安全要求事項を満足している PDS のコンポーネントとなる機

器は，対象としない。例えば，PDS に用いる電動機は，JIS C 4034 規格群又は IEC 60034 規格群に適合し

なければならない。 

特に規定がない限り，この規格の要求事項は，完全駆動モジュール（CDM）又は基本駆動モジュール

（BDM）を含む PDS の全ての部分に適用できる（図 1 及び図 1A 参照）。 

注記 2 PDS の安全要求事項（例えば，直接接触に対する保護）を満足するために，特殊なコンポー

ネント及び／又は追加手段を必要とする場合がある。 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 61800-5-1:2007，Adjustable speed electrical power drive systems－Part 5-1: Safety requirements

－Electrical, thermal and energy（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”

ことを示す。 
 


